
 

 

令和７年度学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月２日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①教育活動の質的向
上を図る。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
②学力向上と進路実
現に向けて、主体
的に学ぶ意欲を高
め、思考力・判断
力・表現力を育成
する。 

①生徒が、主体的・協
働的に取り組む学習
を推進し、課題解決
能力を育む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②学習意欲を高める工
夫をし、学習習慣の
定着を図る。 

①他者と協働して取り組
む活動を取り入れる。
授業改善に向けた研修
会を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②各教科においてICT機
器等を積極的に活用
し、組織的な授業改善
を図る。 

①グループワーク等を取
り入れ、他者と協働し
て取り組む活動を行
い、主体的に取り組む
ことができたか。 

 
 
 
 
 
 
 
②ICT機器等の利用によ
り、各教科で授業内容
を工夫したか。 

①授業の中で生徒が
考える時間を多く
計画し、他者への
共有を行うこと
で、主体的な活動
を実践できた。 

 
 
 
 
 
 
②授業者の電子黒板
の使用が定着しつ
つあり、ICT 機器
を日常的に活用で
きるような授業づ
くりを組織的に実
行することができ
た。 

①組織的な授業改善に
向け、授業改善研修
会の内容を工夫して
いく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が意欲的に学 
習に取り組むために
更なる ICT 機器の効
果的な活用方法の研
究が課題である。 

①組織的な授業改善
研修を行い、生徒
に身に付けさせた
い力を共有し、授
業内容を工夫し
た。 

 
 
 
 
 
 
②学習意欲を高める
ためにICT機器等
を効果的に利用す
ることができた。 

 

①組織的な授業改善に向け
て、『探究活動と教科・
科目における学習活動の
関連』をテーマに授業改
善研修を実施した。ま
た、授業見学月間を設定
し、全教員が授業見学を
行った。教科横断的な研
修会を実施し、更なる授
業改善を進めていきた
い。 

 
②ICT 機器等を活用すること
が生徒の学習意欲向上に
繋がるよう、今後も組織
的、計画的にその活用を
進めていきたい。そして
更なる効果的な活用方法
を共有していきたい。 

①生徒に身に付け
させたい力を共
有し、そのため
の方策を、授業
改善研修会の中
で更に研究して
いく。 

 
 
 
 
 
②生徒の一人一台
端末を活用する
機会を設ける。
ICT 機器の活用
による学習の利
便性向上や、各
教科での活用方
法を研究する機
会や研修会を実
施する。 

２ 
 
生徒指導・支援 

①規範意識や基本的
生活習慣の定着を
図る。 

 
 
 
 
 
②個に応じた教育相
談体制を充実さ
せ、SC・SSWと連携
し、課題解決に向
けて取り組むこと
ができる人材の育
成を図る。 

 
 
③部活動や委員会活
動、学校行事に主
体的に参加し、他
者と協力しながら
魅力ある学校生活
の創造を図る。 

①「一人は一校を代表
する」を推進し、社
会性が身に付く教育
を行う。 

 
 
 
 
②学校内の連絡を密に
し、教育相談が必要
と思われる生徒に対
して、SC・SSWと連携
し手厚い指導を行
う。 

 
 
 
③生徒が生徒主体の方
針を立て、活動がで
きるような力を育
む。 

①日頃より、身だしなみ
指導や警察による非行
防止教室を行い、規範
意識向上に努め特別指
導の件数を抑える。 
 
 

 
②かながわ子どもサポー
トドック等を活用し、
生徒情報の共有を密に
し、SC・SSW と連携し
生徒の学校生活をサポ
ートする。 

 
 
 
③企画、運営の段階で教
員主導の活動にならな
いよう生徒が自主性を
発揮できるように支援
する。 

①特別指導の件数を昨 
年度より減らすことが
できたか。 
 
 
 
 

 
②教育相談が必要とさ 
れる生徒に対して、効
果的な支援ができた
か。 
 
 
 
 
 

③多少の失敗はあって
も、行事等に積極的に
参加し、協働すること
ができたか。 

 

①特別指導の件数は
減少したが、対象
生徒数は増加し
た。 

 
 
 
 
②かながわ子どもサ
ポートドック等を
活用し、SC・SSW
と連携ができ、教
育相談が必要とさ
れる生徒に対し
て、効果的な支援
ができた。 

 
③学校行事において
は、十分な話し合
いを通して生徒自
らが活動に取り組
む下地を作ること
ができた。 

①特別指導の内容が重
くなっている。内容
次第で警察と連携し
非行防止教室を行う
と共に、巡回を強化
し未然防止を行う。 

 
 
②かながわ子どもサポ
ートドックを行う時
期は昨年度に比べ改
善できた。来年度も
同時期に行う。 

 
 
 
 
③生徒会に加え、委員
会と部活動も各顧問
と目標を共有して主
体的な活動ができる
よう支援を続けてい
く。 

①引き続き、生徒一
人ひとりに向き合
うと共に、保護者
の心情にも配慮す
る指導を行ってほ
しい。 

 
 
②日常の授業や学校
行事における指
導、SC・SSW の活
用等、様々な要素
を活かして多様な
対応を模索し、
個々の生徒の成長
をサポートした。 

 
③生徒会本部の活動
が受け身から自分
たちが主導して動
けるようになっ
た。 

①警察による非行防止教室
によりSNSトラブルの件数
は減少した。課題として
は難しい案件が増加して
いるので、どのように対
処していくか検討する必
要がある。 

 
②SC・SSW とのスクリーニン
グ会議により情報を共有
することができた。SC・
SSW の勤務形態を踏まえ協
働する時間をどのように
捻出していくかが課題で
ある。 

 
 
③生徒会では週１回の定例
会で主体性を育む指導が
できたが、委員会活動で
は単発的な活動が多く年
間を通した指導計画を検
討することが必要であ
る。 

①身だしなみ指導
や警察による非
行防止教室、巡
回指導を行い、
規範意識向上に
努め未然防止を
行う。 

 
②アンケート結果
に基づいた面談
に時間的余裕を
持たせ、スクリ
ーニング会議の
充実に繋げる。 

 
 
 
③各委員会顧問が
年度当初の一斉
委員会で目標の
共有と日常的な
指導ができるよ
う協力する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月２日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの

進路希望に応じた

きめ細やかなキャ

リア教育の実践を

図る。 

 

②地域連携を通し

て、地域に求めら

れる人材育成を図

る。 

①進路指導アセスメン

トに基づき３年間を見

通した進路指導計画を

実現する。 

 

 

②就職希望者に対する

早期意識付けと、地域

企業との連携密度を高

める。 

①文表模試や講演会を学

年毎に実施し、総合型

選抜や志望理由書等へ

の対策を充実させる。 

 

 

②地元企業ガイダンス等

の実施を早期より行

い、生徒の意識付けを

行う。 

①生徒が積極的に課題に

取り組み、進路意識の

醸成に寄与できたか。 

 

 

 

②就職希望者の内定率が

100%を維持できたか。 

①近年は生徒の進路
実態に応じて毎年
改訂を実施してい
る。本年も小論文
模試等の実施形態
を変更した。 

 
②２年次よりスター
トアップセミナー
や企業セミナーを
実施した。 

①生徒の進路活動のス
タートが遅くなり、
かつ進路決定後の進
路意識向上が課題で
ある。 

 
 
②進学か就職か決めか
ねる生徒が増加傾向
にある。早期の就職
への意識付けを引き
続き行って行きた
い。 

①指定校推薦および
総合型選抜による
進学が増加傾向に
あるので、外部機
関と連携しつつ対
策を充実させる。 

 
②地元企業ガイダン
スを充実させ、生
徒の就職意識向上
に努める。 

①総合型選抜や志望理由書
作成対策として小論文模
試を改訂し文表模試とし
たが、模試と入試とを関
連づけられない生徒が散
見される。 

 
②地元企業ガイダンスの充
実や新規就職先の開拓等
成果は上がったが、生徒
の就職意識の低下が目立
つ。 

①学力型模試の改
訂を視野に、生
徒の学力に見合
った進路指導計
画を行いたい。 

 
 
②地元企業ガイダ
ンスと上級学校
ガイダンスをコ
ラボさせ、進路
意識を高めて行
きたい。 

４ 地域等との協働 

①地域と連携、協働
した学習環境の確
立及び発展を図
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②地域貢献に資する 
人材を育成する。 

①地域の協働していた
だく団体や企業、コ
ンソーシアムの活用
による学習の充実を
図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校行事や地域行
事、各教科等におけ
る地域と協働した学
習を推進する。 

 

①「総合的な探究の時間
（未来探究）」を中心
とした学習において、
地域人材や地域企業と
の協働学習を展開す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②地域と学校の交流を積
極的に行う。また、発
表活動などを通して、
他校種における生徒、
児童及び教員との交流
を推進する。 

①地域人材や地域企業と
連携協働し、協力団体
の活用を10回以上行
えたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②行事や教科等におい
て、地域と学校間の人
材交流が推進された
か。 

 

①山北町へのインタ
ビュー、地域企業
への訪問などを行
うことで地域の方
との協働を行うこ
とができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②探究発表会だけで
なく、文化祭や夏
季休業中のお祭り
等で、多くの地域
の方と協働するこ
とができた。 

①授業時間を有効に運
用することで、さら
に活動の多様化に努
める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②今後も、今年度の活
動を継続していく。
D52フェスティバルや
桜まつりでの活動も
増やしていく。 

①テーマを６つに分
けることにより、
生徒の人数が分配
され、小回りの利
く活動が増えた。
生徒の興味や関心
が高い分野での活
動をより多くして
いくと共に、町と
のコラボレーショ
ンによる取り組み
の検証や見直しを
深めてほしい。 

 
②校外で活動する際
の指導を徹底す
る。 

①地域の方に協働していた
だいた成果が、発表会の
内容に表れている。今後
も取り組みを継続すると
共に工夫を加えていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②教員間のコミュニケーシ
ョンを密にし、他分野の
内容を取り入れるように
する。 

①学校と地域、双
方にとって前向
きな活動になる
よう、連携を続
けていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②他者との協働的
な活動が、多く
の学びに繋がる
ことを理解させ
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革の視点
を重視し、教員の
ワークライフバラ
ンスの推進を図
る。 

 
 
 
 
 
②ハード面・ソフト
面の両面におい
て、職場の環境改
善を図る。 

①勤務時間の意識を持
ち、時間内で業務が
終了できるよう職員
間での声掛けを行
う。 

 
 
 
 
 
②オフィス改善により
ハード面の改善を図
り、業務遂行の促進
に資する職場環境を
築く。 

①電話応答体制の変更に
より、業務終了時刻が
意識づけられる。職員
間の声掛けにより、業
務時間内に仕事を終え
る習慣づけを図る。 

 
 
 
 
②オフィス改善を機に、
整理整頓を保つことに
より、業務の効率化や
事故防止に繋げてい
く。 

①業務の精査、効率化に
より、定時以降の業務
時間が短縮され、教員
のワークライフバラン
スが改善されたか。 

 
 
 
 
 
②個々の机上等の物理的
な整頓と共に、グルー
プごとにサーバー内の
データ管理状況を見直
すことにより、業務の
効率化や事故防止が図
られたか。 

①勤務時間外の電話
対応の不要により
業務時間が短縮さ
れ、教員のワーク
ライフバランスの
改善が促進され
た。 

  
 
 
②職員室に個人ロッ
カーが整備された
ことで、机上の整
理が進み、業務の
効率化や事故防止
が推進された。 

①連絡や調整を要する
業務を担当する職員
の時間外勤務が多く
なってしまうので、
業務分担の工夫を更
に進めていく必要が
ある。 

  
  
 
②個人ロッカーの上が
荷物置き場に利用さ
れているが、防災の
観点から背の高い荷
物を置かないように
する必要がある。 

①DX化を推進するこ
とで、先生方のワ
ークライフバラン
スを整え、毎日の
授業等に十分な力
を発揮できる体制
を整えてもらいた
い。 

  
 
②働きやすい職場環
境を整備すること
とともに、防災上
も安全な職場環境
を整えてもらいた
い。 

①昨年度から職場の DX 化を
推進してきた。それによ
り、職員の勤務時間の短
縮化がかなり進んだ。今
後もこの流れを継続し、
新たに改善できる部分は
改善を進めていく。 

  
 
 
②ハード面ではオフィス改
善により、職場の環境改
善が推進された。今後は
防災上の安全も考えつ
つ、ソフト面の環境改善
を推進する必要がある。 

①これまで以上の
勤務時間短縮を
進めるため、企
画会議を通して
各グループから
意見を吸い上
げ、それを検討
していく必要が
ある。 

  
②総務 G や広報連
携 G の協力を得
て、長期休業中
にサーバー内の
データ整理や防
災上安全な職員
室を整える。 

 

 


